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１．はじめに

　本稿は，19世紀末から20世紀初頭にかけてのイギ
リスにおける伝統的大学設置認可方式であるチャータ

リングについて考察し，当時のイギリスにおいて「大

学」とはいかなる特徴を持つものと定義されていたの

か描き出すことを目的とする。Neave（1980）がその
研究の中でイギリスにおける大学制度の特殊性の源を

イギリス独自の設置認可方式であるチャータリングに

求めているが，チャータリングが大学運営に与える影

響についての研究は管見の限りほとんど見当たらな

い。唯一チャータリングに注目した研究として後述の

横尾（1999）が挙げられるが，時代ごとに変貌して
いったチャータリングの方式を一つにまとめている

点，チャータリングの大学に対する一種のコントロー

ルとしての役割に言及していないという点で十分な

ものであるとは言いがたい。そこで本研究において

は，大学に対するチャータリングとカレッジに対する

チャータリングの比較から，当時のイングランドにお

いて考えられていた「大学」の特質について考察する。

２．勅許状について

イギリスにおける大学認可はチャータリング方式

と呼ばれ（横尾1999），大学を設置するためには学位
授与権を認めるRoyal Charterが必要であった。この
Royal Charter（以下勅許状）とは，国王の名の下に出
される憲章であり，その対象は大学のみにとどまらな

い。例えばイートン・カレッジのような中等教育機関

も勅許状にも与えられているし，東インド会社のよう

な組織にも与えられている。さらには，マグナ・カル

タも一種の勅許状であると言える。高等教育機関に対

する勅許状のパターンはいくつかあるが，主なものと

しては，法人格のみを認める勅許状と学位授与権を持

つ法人格として認める勅許状が挙げられる。

もともとイギリスにおいては，その設立の過程にお

いて勅許状を必要としなかったオックスフォード・ケ

ンブブリッジ両大学やスコットランドの４つの大学以

外の全ての高等教育機関は，学位を授与するために，

国王からの勅許状を必要としていた。そして，いった

ん勅許状が与えられれば様々な特権が認められた。例

えばキール大学（Keele University）の勅許状の中身は
以下の通りである（横尾1999：146-7）。
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前文―申請者と申請の目的：枢密院の審議と申請の受

理：大権による本チャーターの公布。

⑴　大学の名称，所在地，構成学部。

⑵　大学の構成メンバー，団体としての特権と性格。

⑶　大学に対する視
ビ ジ タ ー

察権者。

⑷　名誉学長（Chancellor）。
⑸～⑽　学長（Vice Chancellor），学部長等主な役職
者について。

⑾～⒀　Court, Council, Senate等主な管理運営の組織
について。

⒁ ⒂　総会（Assembly）と学生自治会（Student's 
Union）。
⒃　教育・試験機関としての大学が持つ諸権限―学位

授与権など21項目にわたる。
⒄　学則（Statute）が規定することがらとその追加・
修正等。

⒅ ⒆　OrdinanceとRegulation。
⒇　Council, Senateの任務。
21　宗教，人種，政治による差別の禁止。

22　配当金，ボーナス等の禁止。

23　チャーターの追加・修正。

24～26　その他

日附・御名御璽

　更に，勅許状によって認められる特権には，一般的

に以下のようなものが含まれているとされる（横尾

1999：149-50）。

⑴　法人（incorporation）としての存在の保証。
⑵　永代相続（perpetual succession）権。
⑶　学位の授与権。

⑷　共通印璽（common seal）ないし紋章（Arms）の
保有。

⑸　団体としての訴訟し訴訟される権利。

⑹　土地・財産の保有。

この勅許状を得るために，19世紀以降に設立された
高等教育機関は「大学としてふさわしい（university 
standard）」教育・研究を行うことが求められた。カリ
キュラムの面や大学運営の面で国家から出された要求

は，一種のコントロールと見なすことができよう。

19世紀から20世紀初頭に作られた大学（カレッジ）
は勅許状獲得年とその経緯から三つのタイプ―①ロン

ドン大学（University College London・King’s College 
London），②旧市民大学（バーミンガム・ブリストル・

リーズ・リバプール・マンチェスター・ニューカッス

ル・シェフィールド），③新市民大学（エクセター・

ノッティンガム・レディング・サウザンプトン）―に

分けることが可能である。まず，①は1836年に設立さ
れた学位授与のため（だけ）の機関であった。この大

学は一般的な大学とは設立目的が大幅に異なっていた

ため，他の大学とは別に分析する必要があると考えら

れる。②の旧市民大学は，1851年から1880年にかけ
て法人格を持つカレッジとして設立されたもので，学

位授与を可能とする勅許状を早く獲得することができ

たということからも分かるように順調に発展していっ

た高等教育機関であった。それに対して③の新市民大

学は，もともとの開校年こそ旧市民大学とほぼ同時期

の1862～94年であるものの，法人としての勅許状獲得
年が1902～22年，学位授与機関としての勅許状獲得年
に至っては第二次世界大戦後の1948～55年と，その発
展には非常に長い時間がかかった。

本稿の目的は，カレッジに対する勅許状と大学に対

する勅許状の比較を通して当時「大学」とはいかなる

ものであるべきと想定されていたか描き出すことであ

るので，カレッジとしての勅許状取得年と大学として

の勅許状取得年が近い旧市民大学の一つであるシェ

フィールド大学を取り上げることとする。この大学

は，その発展の歴史から典型的な市民大学としばしば

形容される大学であり，ケーススタディーとして取り

上げるには最適であると考えられるからである。

シェフィールド大学の前身であるFirth Collegeは，
地元の鉄鋼業者Mark Firth氏の尽力により1879年に設
立された。当初はケンブリッジ大学の大学拡張講座

としてスタートしたこのカレッジだったが，設立者

であるFirthが望んだこともあって早い段階からシェ
フィールドの住民のための独自の高等教育機関として

発展していった。前述の通り，この大学は典型的な旧

市民大学であるとされ，当初Victoria University（マン
チェスター・リーズ・リバプールからなる大学連合）

に加わるはずであったが拒否された（グリーン1994：
135）ためロンドン大学と提携する道を選んだ。グリー
ンは，このカレッジの創設当初の様子を以下のように

述べている。

　　「シェフィールドのファース・カレッジは，創設

に際して，数学，古典学・古代史・近代史・化学・

物理学・力学・音楽理論―少し後には近代語と生物

学が加わる―に関する全日制および夜間クラスの開

設を広告した。初年次の学生の学業水準はロンドン

の入学登録要件のそれとほぼ等しかった。そして第
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二年次において学生はロンドン大学の中間試験を受

験し，さらにはロンドン大学の学位取得をめざすこ

とを期待されたのだが，きわめてわずかのものしか

そこまで到達できなかった。（1994：260-1）」
それでも，カレッジは堅実に大学程度の教育をする

機関としての実績を積み，設立から26年後の1905年に
学位授与権を認める勅許状を獲得し大学に昇格した。

３．University College of Sheffieldに対する勅許状

　Firth Collegeは1897年に勅許状を取得しUniversity 
College of Sheffieldとなった。この段階においては，
学位授与権は認められず，法人格が与えられたのみで

あった。勅許状の中身は以下のとおりである１)
。

前文　University College of Sheffieldの設立について
１．“The University College of Sheffield” という名前
のカレッジを設立する。永代相続権（perpetual 
succession）と共通印璽（common seal）の保有，紋
章（armorial bearings）を採用する権限を認める。

２．前述の法人は以降カレッジと呼ぶ。

３．このカレッジの目的は前身である３つの慈善団

体，つまりFirth College，Sheffield Technical School，
Sheffield School of Medicineの強化である。そして，
シェフィールドや近隣に住む人々にイギリスの大学

において学位を取得するための教育を供給するこ

と，専門的あるいは商業的な生活においてすぐに役

立つような科学的，技術的，医学的な教育を供給す

ること，そして一般的な知識の向上，である。

４．女性の入学は認める。

５．学生，教授，教員，そしてそれ以外の職員に宗教

的信条に関する宣言をさせることを禁じる。

６．大学の権威は，名誉学長（President），副名誉学
長（Vice-Presidents），財務部長（Treasurer(s)），理
事会（Court of Governors），運営委員会（Council），
そして評議会（Senate）である。

７．初代名誉学長はノーフォーク公爵。任期はこの勅

許状発布時から５年間，あるいは当人が死亡又は辞

任するまでであり，再任は妨げない。

８．今後の名誉学長は理事会によって選ばれる。任期

は選ばれてから５年間，あるいは当人が死亡又は辞

任するまでであり，再任は妨げない。

９．名誉学長は理事会と運営委員会の会議の際に議長

を務める。不在時は，副名誉学長が代理を務める。

10．副名誉学長は４名以下。初代は，Mappin准男爵，

Stephenson卿，Sorby博士，Dyson博士。任期はこの
勅許状発布時から５年間，あるいは当人が死亡又は

辞任するまでであり，再任は妨げない。

11．今後の副名誉学長は理事会によって選ばれる。任
期は選ばれてから５年間，あるいは当人が死亡又は

辞任するまでであり，再任は妨げない。

12．前述の通り，副名誉学長は名誉学長不在時に代理
を務める。

13．初代の財務部長はシェフィールド銀行のBirksと
し，理事会によって（筆者註：新しい財務部長が）

任命されるまで，オフィスを持つ。

14．理事会は，年次総会の際にその年の財務部長を選
出する。再任は妨げない。

15．財務部長が彼の死や辞職によって欠員になった場
合，運営委員会が代わりのTreasurerを選出する。

16．Treasurer(s)は資産や収入金，そして支払い金に関
して義務を果たす。

17．理事会はPresident，Vice-President，Treasurer(s) そ
してその他の運営委員会のメンバー，そしてこの勅

許状で示されているほかの理事から成る。

18．終身理事について
19．職務上の理事について
20．代表理事について
21．£500以上の寄付をした人を終身理事とする。
22．£100以上の寄付をした人を10年間理事とする。
23．年次総会において20人以上の理事を選出すること
はない。

24．£1,000以上寄付した会社や団体は，理事として
一人推薦することができる。その際の任期は10年間
とする。

25．理事会はカレッジの最高機関（supreme governing 
body）であり，この勅許状や学則に規定がない限り，
すべての事柄について管理する権限がある。

26．理事会は，代表理事選出の漏れや失敗があったと
しても，あるいは理事会におけるそれ以外の欠員が

あったとしても，議決する権利を有する。

27．理事会の年次総会は，学則によって定められる時
間と場所で毎年開催される。

28．年次総会において，運営委員会と評議会が作った
それぞれの報告書が読まれること。

29．理事とその他のカレッジのメンバーはオフィスを
持つことが可能である。

30．運営委員会のメンバーについて。カレッジの
President，Vice-Presidents，Treasurer(s)，Principal，
工学部の長，医学部の学長，のほか，評議会で選出
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された２名の理事，運営委員会で選出された（最大）

２名，などを含む。

31．理事会は，£10,000以上の寄付をした会社や団体
から，運営委員会の追加メンバーを任命する。

32．£5,000以上の寄付をした個人は，運営委員会の
メンバーになる権利を有する。

33．カレッジの学則と理事会によって決められる規則
に制約されて，運営委員会は財務を管理する。

34．運営委員会は，特別会議を任命しそれに経営上の
機能を委任することができる。そしてそのような会

議に運営委員会のメンバーではない者を含めること

もできる。

35．運営委員会は理事会の年次総会のために前年度の
出来事についての報告書を作成する。

36．評議会は，Principal（議長を務める）と学籍係，
そして教授や学部の長，医学部の代表（最低７名）

から成る。

37．理事会や運営委員会によって定められた規則の影
響下で，評議会はカレッジの教育に関する監督を行

う。

38．評議会は学期中最低一か月に一度は集まる。
39．評議会は理事会の年次総会のために前年度の出来
事についての報告書を作成する。

40．理事会は，枢密院のLordsの承認のもと，カレッ
ジの学則の作成，修正，そして取り消しをする権限

を有する。その際，英国法と矛盾したりこの勅許状

の目的や条項に反したりものであってはならない。

41．Mark Firth氏のFirth Collegeに対する善行を考慮し，
学芸学部に２つの “Firth記念講座” を設ける。

42．学則はこの勅許状の目標や目的の達成や実行に備
えるものである。

43．“Special Statutes”（特別学則）とは，理事会の会議
において三分の二以上の出席と投票のもと多数決で

通過し，その後（１ヵ月後以上18ヵ月後未満）確定
され，さらに枢密院のLordsに提出され承認された
学則を意味する。

44．１，２，３，４，５条を除くこの勅許状の条項は，特
別学則によって修正されたり取り消されたりしう

る。

45．この勅許状の条項や規定と特別学則は，特別学則
や補足の勅許状以外によっては修正されたり取り消

されたりされ得ない。

46．枢密院あるいは国王によって承認され理事会に
よって受け入れられた補足の勅許状はカレッジとそ

のメンバーに対して拘束力を持つ。そしてわれわれ

は我々自身と国王に補足の勅許状によって本文書の

変更，修正，あるいは追加をする権限を有する。

47．この勅許状の日付から一年以内にカレッジと関係
する当事者によって（以下の内容を含んだ）設立証

書が実行される。

48．設立証書は枢密院のLordsに提出され承認されな
ければならない。

49．設立証書の規定は変更されたり追加されたりしう
る。

50．カレッジの設立証書あるいは補足の証書は，慈善
事業監督委員会の計画と矛盾するようなものであっ

てはならない。

51．カレッジは£10,000を超える不動産を英国国内に
持ってはならない。

日付・御名

４．University of Sheffieldに対する勅許状

　1905年，とうとう学位授与権が認められ，University 
College of SheffieldはUniversity of Sheffieldとなった。
この際に，University of Sheffield Act 1905が制定され，
カレッジから大学の資産等が移動した。University of 
Sheffieldに対する勅許状の内容は以下のとおりであ
る２)
。

前文　University of Sheffieldの設立について
１．大学名は “The University of Sheffield” にするこ
と，学部は人文学（Arts），科学（Science），医学
（Medicine）と応用科学（Applied Science），そして
新設あるいは前述のものの代替となるその他の学部

あるいは大学学則によって規定されるかもしれない

他の学部から構成されること。

２．永代相続権（perpetual succession）と共通印璽
（common seal） の 保 有， そ し て 紋 章（armorial 

bearing）を採用する権限を認める。
３．国王又は女王が視察権者（Visitor）となる。また，
必要と考えた時に建物，実験室，そして一般的な設

備の視察をする権利と試験に向けての教授や大学に

よるその他の活動を調査する権利を有する。

４．名誉学長（Chancellor）について。名誉学長は
大学の最高責任者であり，理事会（Court），運
営委員会（Council），そしてコンヴォケーショ
ン（Convocation）の長（President）である。初代
Chancellorはノーフォーク公爵。
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５．２人の副名誉学長（Pro-Chancellor）の任命。権
限は，名誉学長不在時に名誉学長の役割を果たす

こと。ただし，学位を授与することと理事会と運

営委員会の会議の議長をすることを除く。最初の

Pro-Chancellorは University College Sheffieldの Vice-
PresidentsであったMappin准男爵とFranklin。

６．Vice-Chancellorについて。Vice-ChancellorはAcademic 
Officerの長で評議会の職務上の議長であり，
Chancellor不在時には学位授与を行う。初代のVice-
ChancellorはSheffield University CollegeのPrincipalで
あったHicks博士。

７．Treasurerとその他の適切な事務員を置くこと。最
初のTreasurerはUniversity College SheffieldのTreasurer
であったStephenson。

８．各学部には学部長を置くこと。

９．大学の最高機関（supreme governing body）は理事
会であり大学の学則（Statutes）と英国国法に従属
する。理事会は大学の中で絶対的な力を有する。

10．運営委員会は大学の学則の影響下に置かれ，理
事会のコントロール下に置かれる。また，大学の

governing bodyであり執行機関でもある。また，共
通印璽の管理権と使用権，大学のすべての財源や資

産の運用と管理，そして大学のすべての業務の指揮

を有する。

11．大学の評議会（Senate）は大学の学則と理事会の
統制の影響下にある。また，大学の教育と学問体系

（discipline）を管理し指揮監督する。
12．Convocationの設置。
13．大学は教育と研究の両方を行うものであり，勅許
状と学則の影響下にある。大学が以下のものを供給

することを許可する。⒜それぞれの学部における教

授と授業（instruction and teaching）⒝人文学，純粋
科学，応用科学，商学，医学，外科医学，法学な

どの学位，ディプロマ，Associateships，そしてサー
ティフィケートを得るためのすべての教育部署にお

ける教授。⒞教育学，商学，工学，冶金学，鉱業

学などを学ぶ人々に対しての理論的，技術的，芸

術的な教授。⒟人文学，純粋科学，応用化学，医

学，外科医学，法学，そしてとくに科学の応用に

おけるオリジナルな研究の追求のための設備。⒠

教科や独自研究を奨励するフェローシップ，奨学

金（scholarships，exhibitions），賞金，報奨金。⒡
Ordinancesによって課されるかもしれない教授や授
業。⒢試験の視察や学部とそれ以外の教育機関の視

察。

14．専門的な科目における熟達を象徴する学位は，専
門的な学識の基礎をなす科学的あるいは一般的な知

識を試すことの適切な保証なしでは授与されてはな

らない。

15．大学においてなされるすべての試験は，学位取得
に必要なそれぞれの科目のため理事会から任命され

た最低でも一人の学外かつ独立した試験官のもと大

学の学則とOrdinancesに従って実施されなければな
らない。ただし，入学試験についてはこの限りでは

ない。

16．大学は両性に学位，ディプロマ，Associateships，
サーティフィケート，あるいはそれ以外のものを与

える。

17．Joint Boardを用いてマンチェスター，リバプール，
そしてリーズといったほかの大学と協力し，入学試

験を行うことは大学の義務である。

18．大学の条件書（terms and conditions）について。
⒜ほかの大学・カレッジと連携すること，ただし

シェフィールド市外の大学・カレッジとの合併はな

し  ⒝入学試験実施のためのJoint Boardを通じた協
力，あるいはその他の大学や権威との協力  ⒞あら
ゆるカレッジあるいは機関のスタッフを認めること  
⒟試験や学習の期間を認識すること  ⒠出席の管理  
⒡ほかの大学における授業を認めること  ⒢条件書
の廃止や変更について。

　　大学は，この勅許状の内容と矛盾しないような契

約（資産や負債に関するものなど）をほかの大学な

どとの間で結ぶことができるが，必要な場合は議会

で法案を通すこと。

19．大学の学則が規定あるいは規制するものについて
20．大学の学則とOrdinancesについて
21．以下に関連する学則と学則の内容変更，

Ordinancesとそれの内容変更について  ⒜学位のタ
イトル  ⒝新しい学位の創設  ⒞学位に必要な大学や
付属の機関における教育期間など  ⒟学士の学位以
上を与える際の条件  ⒠医学の学位のための科目。

22．理事会，運営委員会，評議会，そして学部はそれ
ぞれ規則を作ることができる。最初に理事会が運営

委員会と評議会のために規則を作る。理事会の規則

は承認のために理事会に出されなければならず，理

事会によって変更あるいは修正されうる。

23．いかなる問題も必要であると考えられるのであれ
ば理事会，評議会，学部の前に持ち出すことが運営

委員会の義務である。

24．構成員，教授，教員，あるいは学生に対して宗教
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に関するテストを課すことは認めない。これは大学

の組織にとって重要な条件である。

25．女性は大学内のいかなるオフィスにおいても認め
られるし，学生として学ぶことも認められる。

26．賞金あるいは特別補助金を除いて，配当金やボー
ナス等は禁止する。

27．理事会は国王による許可と枢密院のアドバイスの
もと，特別決議によって本文書を変更，修正，ある

いは追加できる。特別決議とは，理事会の会議で通

過し，一ヵ月以上三ヵ月未満後に開かれた次の会議

で確定された決議を意味する。その際，四分の三以

上の出席と投票を必須とし，多数決で決定する。

28．この勅許状において，「学則（Statutes）」とは別
表にあるものを指す。学則の変更，修正，追加，取

り消しは枢密院のわれわれか枢密院の委員会によっ

て認められる。

29．国王の御意は，本文書が善意に，そしてシェ
フィールド大学とこの勅許状の目的の推進にとって

最も好都合に解釈されることである。

別表　Statutes（30項目）

日付と御名・御璽

５．考察

２．と３．で概観してきた勅許状を比較すると，シェ

フィールドカレッジもシェフィールド大学も理事会，

運営委員会，評議会があり（名称こそ異なるが）執行

部は名誉学長，副名誉学長，学長，財務部長などから

成っており，組織構造としてはそれほど大きな差はな

いように見える。しかしながら，相違点として以下の

３点が挙げられる。

⑴　学位の授与に関する項目の有無

　カレッジと大学を（法的に）隔てる一番大きなもの

は，学位授与権の有無であるといっても過言ではな

い。今日のわれわれの感覚で考えると，高等教育機関

で学ぶことと学位やそれに準じるものを取得すること

はイコールで結ばれるが，当時の，高等教育が明確に

定義づけられていなかったイングランドにおいては，

必ずしもイコールではなかったのである。自主的な教

育機関として設立されたイングランドのカレッジは，

学位授与権を認められてはじめて正式な「大学」とな

ることができ，独立した高等教育機関として教育・研

究を行うことができた。

２．を見てもわかる通り，カレッジの勅許状におい

ては，学位授与権が認められていなかった。カレッ

ジに通う学生の中にはロンドン大学などの学外学位取

得を目的とする者も少数ながら存在していたが，当時

のカレッジの主な役割は，学外学位取得のための教育

を行うことというよりは，仕事をする際にすぐ役立つ

ような教育を行うことであったと解釈できる。たとえ

ば，1904－05年度のカレンダーによると，前年度に在
籍していた学生は全日制451名，夜間制1367名であっ
たのにもかかわらず，ロンドン大学の学位取得に向け

た試験（入学試験，中間試験，最終試験）に合格した

者は29名だけであった３)
。そのためか，学外学位取得

に関する項目は条項１の一文を除き見当たらない。

それに対して，大学の勅許状では，学位授与につい

ては細かい規定がある。すなわち，授与することがで

きる学位のタイトル（人文学士，理学士など），授与

することができる学位や資格の種類（学士，ディプ

ロマなど），学位取得のための試験の実施方法，など

である。これらの項目を見ると，大学は自らの意思で

学位授与や新しい学位の創設などもできる権利を認め

られたことが分かる。これらの権利を得ることこそカ

レッジが大学たりえる条件であったと考えられる。

⑵　Visitorに関する項目の有無
学位授与権に関する項目同様，カレッジと大学の間

で大きく異なっていたのはVisitorに関する項目の有無
である。Visitorとは，大学の視察を行う権利を有する
者を指し，その役割は国王が担うことが一般的であっ

た。視察権者は，大学勅許状の条項３にあるように，

「必要と考えた時に建物，実験室，そして一般的な設

備の視察をする権利と試験に向けての教授や大学によ

るその他の活動を調査する権利を有」していたのであ

る。横尾は，勅許状の特権に歯止めをかけるものとし

て，以下の３点を挙げている（1999：150-2）。

①　大学が勅許状によってのみ設立等を認可される

こと

②　Visitor（視察権者）に関する規定により，国王
が視察を命じることができること

③　学則（statue）もまた国王つまり枢密院の同意
なくして存在し得ないこと

実際には，ごく稀な例を除いて国王や議会による大学

への介入はなかったとされる（Armitage1955など）が，
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それでもなお，視察権者の存在は大学に無限の特権を

与えるのではなく，あくまでも「国王と議会という最

高権限ワク内で存在し行為する，という制約（横尾

1999：152）」は免れてはいないことを知らしめるに
は充分であったと考えられる。この視察権者がカレッ

ジには置かれなかったことを考慮すると，上述の学位

授与権という特権を得たことの代償であるとも解釈で

きると考えられる。

⑶　教育内容についての言及

　最後に，⑴，⑵ほど重要ではないかもしれないが，

教育内容についての項目の有無にも注目したい。シェ

フィールドカレッジに対する勅許状においては，法人

としての組織に関する項目がほとんどであり，大学の

理事会・運営委員会・評議会のメンバーや権限・役割

についてかなり詳細に規定されていることが分かる。

その反面，教育機関として求められる役割や教育内容

については条項３で一般的なカレッジの目的について

述べている以外ではほとんど見当たらない。

　対して，シェフィールド大学に対する勅許状には，

法人としての組織に関する項目のみならず，大学にお

ける教育に関連することについての言及が多く見られ

る。例えば条項13では大学が行うべき教育／教授内容
についての規定，条項14では学位の授与について，条
項15では入学試験についての規定がある。
　このことから，「大学」が行うべき教育が明文化さ

れていることがわかる。

６．まとめ

これまで見てきたとおり，勅許状から導き出せるカ

レッジと大学との大きな差は学位授与権の有無と視察

権者の有無であると言える。この２つは一見無関係な

ようにも見えるが，学位授与権という特権を得た大学

に対して，いつでも視察できる権利を国王（国家）に

認めるという，横尾が言うところの「特権の歯止め」

を確保することによって国家と大学とのパワーバラン

スを保とうとしたのではないかという仮説を立てる

ことができるかもしれない。University College London
やKing’s College Londonなどといったロンドン大学の
構成カレッジの勅許状を考察することによって，学位

授与権と視察権者の関係性についての考察することが

今後の課題である。

 （指導教員　勝野正章准教授）
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